[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


ぼくの一歩
大阪・山本　楽
ぼくは自転車に乗れない。練習した事はあるが乗らない。そう決めていた。ぼくが自転車に乗らないと決心したのは、五年前の秋のことだった。

その日、ぼくはお兄ちゃんが小学校から帰ってくるのを待っていた。とつ然、お母さんのけいたいが鳴り、青ざめた顔のお母さんはぼくの手を取り近くの交番まで走った。何が起こったのかよくわからなかったし、聞く間もなかったが、確かにいやな予感がした事はおぼえている。

交番に着くと、足をすりむき、前歯が折れてぼう然と立っているお兄ちゃんがいた。おまわりさんがお兄ちゃんが自転車にひかれたこと、けがの様子を話してくれた。お母さんはお兄ちゃんをだきしめて泣いていたが、お兄ちゃんは泣かなかった。

ぼくはお兄ちゃんをひいたおばちゃんを見た。おまわりさんと話しながら泣いていた。でも、泣きたいのはお兄ちゃんのほうだ。おばちゃんの泣き顔に怒りがわいた。お兄ちゃんに謝れと思った。

しばらくして、おまわりさんがお母さんにおばちゃんを罪に問うかと聞いた。お母さんは少し考えて、

「いたい思いをしたかれに聞いてもいいですか。わたしは大事な子を傷つけた事を許せない。大人の歯だから、一生忘れられないはずです。でも一番つらいのはかれだから、かれにきいてください。」

と、言った。ぼくも許せない。でもお兄ちゃんは、

「ぼくはもうだいじょうぶ。おばちゃんも謝ってくれて、泣いてくれて、ぼくはもういたくないから。」

と言って、ぎこちなく笑った。前歯が折れた顔でお母さんのうでをぐっとつかんで、泣きながら笑った。

ぼくはお兄ちゃんの強さに、やさしさににおどろいた。その時はなっ得できなかったが、なぜかかっこよかった。でも今なら少しわかる気がする。お兄ちゃんはおばちゃんをかばいたくて必死に笑ったんだ。おばちゃんは悪い人じゃない。お兄ちゃんを苦しめるために事故を起こしたはずはない。いつだれがどちらの立場になるのかなんてわからないと、ぼくは今なら思える。

ぼくが住む社会は、たくさんの罪であふれている。犯罪、薬物、非行、毎日のようにニュースが流れる。でも、立ち直れる人だっていっぱいいて、そのきっかけは人と人とのつながりの中にある。「ごめんね。」「ありがとう。」と言葉を交わし、やさしい心を感じれば、きっと人はもう二度と間ちがえない。ぼくはそう信じている。

今年、ぼくは自転車の練習を始めた。少しこわいが、社会の中でルールを守り、ペダルをこげば、ぼくも前に進める気がするのだ。
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